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コンニャクの自然生 (じねんじょう)栽培に関する研究
Ⅱ.四国・九州における地理的分布とその実態
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Studies on`愚?σガο Culture'l a Traditional Method,of
Koniak(4%οゆ力″力α〃熔 ο々ηαじ)
II. Status of Geographical Distribution and the Cultural Method in
Shikoku and Kyushu,Japan
Toshiro KURODA*,Osamu KINOSHITA・and Hiroshi KURIHARA*
The status of geographical distributioll and the method of i?οタリο Culture, a
traditional koniak(4″οゆ力ψ力α〃クS力οttπ K Koch)cultiVation,vere surveyed h
Shikoku and Kyushu,Japan.The∫?¢蠅o fields v re found in Tokushima,Ehime,
Kochi, Fukuoka, Saga, Kumamoto and h/1iyazaki Prefectures. :「he environmental
condhions of the力%¢夕ο fields are similar to thOse of Honttu,in the following
勘響:赫劾場擬説蝉野〔沸奉物
うοηbjl♂λ Koidz,C″″わη? α々チ″οガθ,D Don and Cゲチ胞ιsク%s力物Marcov The density
of kolliak stands ranged from 24 to 152 hills/m2,and the maximum LAI was 35
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fertilizers were applied,the crops damaged due to disease and the corm quahties
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名 東  佐那河内村
周券 1甫   月券,甫田丁
美 ,焉  半田町 木屋平オす
―字村 穴吹町
三 好  東祖谷山村 西祖谷山村
吾 川  吾川村 池川町 吾北村
香 美  物部村
高 岡  越知町 構原町
長 岡  大豊町 本山町
土 佐  土佐町
上浮穴  久万町 面河村 美河村
柳谷オ↓ 河ヽ田町
八 女  立花町 黒木町
杵 島  嬉野町
鹿 本  菊鹿口丁
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0   2,524      1,713
-0,6   3,046     2,169
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調   査   地     緯 度 標高 傾斜 地   質 堆積 土  性  土壊生産性
方向             表 土
(地図番号)  (調査年月日)  経 度  m 角度 母   材 様式  次 層  簡略分級式
(1應島県名東郡佐那河内村下嵯戦丸田  33°59' 21111 tt    Gd   残積 壊質～粘質 Ⅱ(w)
(NI―爵-22-9-1)(1977.3.9) lM°28'   30変 成 岩    壊質～粘質
(2鷹島県勝浦郡勝浦町阪本       33°56. 31111 tt    P   残積 壊質～粘質 Ⅱ(w)fれ
(NI-53-22-9-1)(1977.8.9)1髄°28'    30°回結水 成 岩   壊質～粘質
(3)高知県吾川郡吾北村小川柳野上    33°7' 31Xl 南東  P
(NI-53-28-15-1)(1977.8.9)133°15'    28°
(4)高知県番美郡物部村神池野久保    33°44′ 41Xl 南東   P   残積 中 粘 質 Ⅲ fnse
(NI―酪-28-2-2)(1977.810)1鶴°53'    13°固結水 成 岩 崩積 中～細粘質 I tdtt w)
(5)高知県長岡郡大豊町中村大王     33°45' 370 平地  sch   残積 中 粒 質 I dgpfnse
(NI-53-28-6-1)(1977.8,9)133°40'       変 成 岩 崩積 中～細粒質
(6)愛媛県上浮穴郡美川オす七鳥長瀬    33°8' 420 南    P   崩積 礫   質 Ⅳs Ⅲtgne
(NI-53-34-3-1)(1977.8.9)133°lXl'    10°変 成 岩    礫   質 Ⅱ pd(w)f
(7)愛媛県上浮穴郡柳谷村西谷名荷下   33°1' 720 南東  P   崩積 礫   質 Ⅳs Ⅲtdg?e
(NI-53-割-3-2)(1977.810)132・57.    20°変 成 岩    礫   質 Ⅱ(w)pf
(8)愛媛県上浮穴郡小田町臼杵後谷    33°7' 440 商    P   筋積 壊 粘 質 Ⅳ事e Ⅲtp(w)
(NI一開-34-3-3)(1977.8.9)132°50′    30° 変 成 岩    壊 粘 質 Ⅱ gdfna
(9)宮崎県西臼杵郡五ケ瀬町三ケ所宮の原 32°40' 540 商西  P       壊 質 Ⅲfnse Ⅱ(w)
(NI-52-5-16-2)(1977.9.6)131°3'     5°非回結火成岩    壊質～粘質
(注)                         壌管理を行う上に,土壊的にみてほとんどあるいは
1.昭和磁年実態調査を行った圃場についての結果であ   全く (きわめて大きな)常u限因子あるいは阻害囚子
る。                         がなく (あり),(あるいは)また土壊悪化の危険性
2.地図番号は国土地理院発行地形図の番号。        もない (がきわめて大きく),良好な耕地と見なされ
〔例〕NI-53-22-9-1              る土地 (耕地として利用するには極めて,困難と認
1/20万 1   1     瞭U山」       められる土地)。                       r
1/5万 1     1  「雲早山」        t―表上の深さ, d―有効土層の深さ, g一表上の
1/2.5万1        1「阿井」        礫含量, p―耕振の難易,w―土地の乾湿, f―自
3.緯度・経度は地形図による。              然】巴沃度, れ~養分の豊否, i一障害性, a―災害       c
4.表層地質は経済企画庁国土調査課編土地分類図によ   性, s―傾斜, e一侵食
り,母材・土壊生産生分級式・土性・堆積様式は農 5,標高は地形図による。
林省農政局地力保全調査事業上壊図による。     6.草型のY型は葉身が立性,極Y型は同じく極度な立
〔地質〕P―古生代粘板岩・砂岩・チャート・シャ   性を示す。
―ルスタイン,sch一結晶片岩類,Gd―火成岩 (斑 7.葉色は深(濃緑)・ 中・浅 (黄緑)に分級し株間のム
栃岩・輝緑岩)                   ラの有無も示した。
〔土壊生産性分級式〕第二等級から第Ⅳ等級に分級 8.作柄は調査者の判定により5(良)～1(不良)に
される。I(Ⅳ):正当な収量をあげ,また正当な上   分類した。
コンニャクの自然生 (じねんじょう)栽培に関する研究
第3表 コンニャク自然生畑実態調査結果 (四国・九州)(その2)
調査地  随伴植物  品 種
茎 色     調 査 畑
葉 色 面  積
草 型       a
敷  草 化学 消毒
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徳島 高知 愛 媛 宮崎
美
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t表上 の 深 さ
d 有効土層の深さ
g 表上 の礫合量
p耕 絃 の 難 易
(w)土地 の 乾 湿 Ⅱ
f 自 然 】巴沃 度
n養 分 の 豊 否
i障 害  性
a災 害  性
s傾 斜  斜
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第2図 コンニャク自然生畑における葉柄長の頻度分布 (四国。九州)

















































































































いずれも次年度の立毛数などをほとんど考慮せず,本州 文     献
のものにくらべて安易な栽培法である。荒粉加工施設の
設置を望む意欲的な農家も散見した (愛媛・上浮穴 )。   1)黒田俊郎・木下 収・栗原 浩 :鳥大農研報,30
1(1978)〔採種への利用〕
徳島・愛媛等では近隣農家の植玉栽培用種球茎として 2)渡辺大一 :農業及園芸,18 1084(1943)
分譲 し好評を得ている農家がみられたが,植玉栽培も少 3)気象庁 :全国気温・降水量月別平年値表,気象庁観
ない四国・九州では種球茎の需要が少ない。しかし過去   測技術資料,36(1972)
には種球茎供給を主とした自然生畑もあり (徳島・木屋 4)佐伯秀章 :農林地質学 (初版),朝倉書店,東京
平),植玉栽培農家には自然生畑球茎の購入 (種球茎の円    (1950)p 152
